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１．「IT ネットワークシステム管理」競技概要 

 企業や一般家庭に設置されている殆どのコンピュータは、ネットワークによって巨大なインターネ

ット網に接続されています。インターネットに接続された企業のサーバシステムには、高い信頼性が

求められます。このようなシステムを設計・構築・運用管理するのが「IT ネットワークシステム管理」

技術者です。 

技術者には高い信頼性のあるシステムを構築するための技術と知識が必要となります。また、シス

テムにトラブルが発生したとき、この技術者はその現象と状況を的確に判断して対処しなければなり

ません。技術者にはこれまでの経験と知識だけではなく、判断力と想像力も求められます。そこで、

この「IT ネットワークシステム管理」競技では、信頼性のある ICT・サーバシステムを構築すること

と、インターネットへの接続も含めた社内ネットワーク構築技術の技を競います。 

同時期に開催する若年者ものづくり競技大会の「IT ネットワークシステム管理」とは競技課題のレ

ベルが異なりますので注意してください。本競技は技能五輪全国大会の予選ですので、競技課題も技

能五輪全国大会に準じたものになります。ただし、競技時間が技能五輪全国大会とは異なることから、

使用する機器は少なく、OS の種類も減らしています。競技課題案（２割程度変更して出題）を添付し

ていますので、参考にしてください。 

 

２．競技日程 

・競技開始の前日 

   競技内容の説明、競技場所の抽選、機材の確認 

・競技日（競技時間：４時間） 

    

３．競技に使用する主な機器と支給部品 

・ サーバ用デスクトップＰＣ（Windows OS）  各 1 式 

・ ＤＶＤ（ＯＳおよびアプリケーション）   各 1 式 

 Debian GNU/Linux 8.8.0 Jessie 

・ クライアント用ノートＰＣ（Windows 8.1） 各 1 台 

 ターミナルソフト（TeraTerm）、メーラー（Outlook 2013）、Web ブラウザ（IE 11）が使用

可能 

・ Cisco 製ルータ 2811(Ver.12.4)   各 2 台 

・ Cisco 製スイッチング Hub Catalyst 2960G-8TC-L (Version 12.2)    

      各 2 台 

・ ハブ（予備）      各 1 台 

・ LAN ケーブル（既製品）    各数本 

・ シリアルケーブル（DCE，DTE）    各 1 本 

競技委員側で構築する上位サーバとの接続用に L3 スイッチ（WS-C3750-24TS-E 等）を用意し

利用しますが、設定・操作等は競技委員が行います。各選手が直接操作することはありませ

ん。 



４．競技課題概要 

与えられた「シナリオ」、「競技課題の背景」、「ネットワーク構築に関する基本ポリシー」を読んで、

下記の作業を行います。 

Ａ． サーバＰＣ構築作業 

  指定された各種サーバ機能を実現するため、以下の作業を行います。 

 ・ＯＳのインストールと設定 

 ・各種サーバ（DNS、メール、Web 等）のインストールと設定 

 ・ネットワーク接続作業 

Ｂ．クライアントＰＣの設定 

  指定されたネットワークシステムにおけるクライアント側ＰＣの設定として、以下の作業を

行います。 

 ・クライアント設定 

 ・ネットワーク接続作業 

Ｃ．ネットワーク機器の設定 

  指定されたネットワークシステム構成とセキュリティを実現するため、以下の作業を行いま

す。 

・ルータおよびスイッチの基本設定 ・ルーティング・フィルタリング設定 

・アドレス変換設定   ・ネットワーク接続作業 

「９．競技課題案」（前年度の技能五輪全国大会の競技課題をベースにしたもの）を少し（３割程度）

変更（詳細の追加や項目の追加・削除）を加えて競技課題とします。 

 

５．注意事項 

Ａ．日本語環境が設定可能なＯＳおよびアプリケーションは、日本語環境を使用します。 

Ｂ．サーバのＯＳは Debian GNU/Linux 8.8.0 Jessie とします。 

Ｃ．デスクトップＰＣの仮想環境（VirtualBox）上でサーバを構築します。 

Ｄ．ルータの機能として Web 環境での設定が可能な機種であっても、競技中にこの Web 環境でル

ータの各種設定を行うことを禁止します。 

 

６．採点および評価基準 

 採点は、与えられた「競技課題」を理解し、要求されたシステムが正確に実現されているかを

客観的に評価します。 

配点は「Ａ．サーバＰＣ構築作業」が 55%未満、「Ｂ．クライアントＰＣの設定」が 10%未満、

「Ｃ．ネットワーク機器の設定」が 55%未満です。 

時間に応じた加点はありません。ただし、同点の場合には作業時間の短い方を上位とします。 

 

７．持参工具等  

   特にありませんが、筆記用具は持参してください。 



 

８．競技上の注意事項 

a．各種マニュアルの持ち込みは一切認めません。 

 b．配布したＯＳなどが書き込まれたＤＶＤ以外のソフトウェアの持ち込みは一切認めません。 

 c．質問などがある場合には、競技委員に申し出て下さい。 

 d．競技終了の合図で、作業を直ちに終了して下さい。 

 e．競技時間内に作業を終了した場合には、その旨を競技委員に申し出て、 

   競技委員の指示に従って下さい。 

 f．競技中に、トイレ、体調不良などが生じた場合には、その旨を 

競技委員に申し出て、競技委員の指示に従って下さい。 

 g．競技中の水分補給のための飲料水の持ち込みは認めます。 

 h．携帯電話の電源は切っておいて下さい。 



９．競技課題案（参考） 

競技課題の背景 

 

あなたはネットワークシステムの構築を専門とする企業のエンジニアである。ある企業（Gorin 

Netad Inc.）のネットワークシステムの更改業務を受注し、そのプロジェクトリーダーとなった。ネ

ットワークの設計やサーバの構築内容は既に完成している。これをもとに検証用の環境を構築する。 

 

競技課題 1 

以降の注意事項と競技課題を読み、検証用システムを構築しなさい。 

 

競技課題に関する注意事項 

 競技終了時に指定された配線接続になっていること。 

 競技終了時に指定された設定がネットワーク装置の NVRAM に保存されていること。全てのハード

ウェアは採点前に再起動される。 

 競技課題の仕様を満たすならば、どのような設定を行っても構わない。課題中に設定する値や設

定項目の指定がない場合は、競技者が自身で判断して仕様を満たす設定を行うこと。 

 ネットワーク構成図における「インターネット（想定）」は、「L3 スイッチ」および「ISP サーバ」

で構成される。これは競技委員が用意する「仮想的なインターネットエリア」であり、「社内」以

外の全てのネットワークエリアを指すものとする。実際のインターネットには接続されていない

が、競技課題中では単に「インターネット」あるいは「外部ネットワーク」と呼ぶ。 

 競技課題中の「社内」とは、ネットワーク構成図における「本部(HeadQuater:HQ)」および「デー

タセンター（DataCenter:DC）」内の全てのプライベートアドレスセグメントを指すものとする。 

 各競技エリアには「外部ネットワーク」(L3 スイッチ)とつながる LAN ケーブルが 2 本敷設されて

いる。アクセス回線 1 とアクセス回線 2 の区別があるため適切に接続すること。 

 

 ISP サーバ（検証用サーバ）の機能 

インターネット（想定）上に ISP サーバ（検証用サーバ）が設置されている。下記のサービスが稼

働している。必要に応じて各競技者エリアまで敷いてある LAN ケーブルを通してアクセスしてよ

い。 

・ DNS サーバが稼働。 

・ Web サーバが稼働。 

 

 

 



 

 

 

 競技課題中に出てくる文字 X については、競技者自身の座席番号に置き換えること。 

  例）座席番号が 8 の場合 

  IP アドレス 160.250.X.1 → 160.250.8.1 

  ドメイン名 netadX.it.jp → netad8.it.jp 

 

 課題を行う際のネットワーク機器の配置は以下の通りとする。また、サーバ構築に使用するデス

クトップ PC は 1 台あり、「PC1」のラベルが貼り付けてある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他の詳細な設定内容は、構成図や設問に記載する。 

 

Router2： 本部のルータ(HQRT) 

Router1： データセンターのルータ(DCRT1) 

SW2： 本部のスイッチ(HQSW) 

SW1： データセンターのスイッチ(DCSW) 



ネットワーク構成図 

 

 

 

     

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インターネット（想定） 

 

 

ここから下が 

競技者エリア 

DCRT1 

ISP サーバ(検証用) 

HQRT 

DCSW 

dcsv(VM) 

 

データセンター(DataCenter) 本部(HeadQuater) 

社内 

PC1(VM ホスト) 

Gorin Netad Inc.社のネットワーク 

netadX.it.jp ドメイン 

IPSecVPN 

 

クライアント PC 

L3 スイッチ 

 

アクセス回線 1 アクセス回線 2 

hqsv(VM) 
dcin(VM) 

 

HQSW 



◎構築を行う検証ネットワークの概要は以下の通りとする。 

社内で 3 台のサーバを構築する。hqsv は本部 DMZ、dcsv はデータセンターDMZ に設置して社

内外に対してサービスを提供する。dcin はデータセンターに設置して、社内に対してサービスを提

供する。今回、物理サーバが 1 台（PC1）しか用意出来なかったため、dcsv, dcin, hqsv は PC1 上

の仮想マシンとして動作させる。仮想化ソフトウェアは PC1 において VirtualBox を使用する。PC1

のホスト OS(Windows OS)と VirtualBox はインストール済みであり検証ネットワーク構築のため

に自由に使用して構わない。 

社内には本部及びデータセンターネットワークが存在する。本部ネットワークには hqsv が接続

する DMZ セグメントとクライアント接続用のセグメントがある。データセンターネットワークに

は dcsv が接続する DMZ セグメントと dcin が接続する社内向けサーバセグメントがある。本部と

データセンター間の通信は専用線（検証環境ではシリアル回線）にて可能とする。この経路に障害

が発生した場合のサブ回線としてインターネット経由の IPSecVPN を設定する。また、インターネ

ットへのアクセス回線についても本部・データセンターが互いにバックアップ経路となる構成とす

る。 

 



ネットワーク機器接続表 

 

各ネットワーク機器のインターフェースの接続先は次の通りである。 

機器 ホスト名 インターフェース 接続先 

Router1 

(Cisco2811) 

DCRT1 Fa0/0 アクセス回線１ 

Se0/0/0 HQRT 

Fa0/1 DCSW 

Router2 

(Cisco2811) 

HQRT Fa0/0 アクセス回線２ 

Se0/0/0 DCRT1 

Fa0/1 HQSW 

SW1 

(Catalyst 

2960G) 

DCSW Gi0/1 DCRT1 

Gi0/2 DCRT2 

Gi0/3 PC1 の NIC2 (dcsv) 

Gi0/4 PC1 の NIC1 (dcin) 

SW2 

(Catalyst 

2960G) 

HQSW Gi0/1 HQRT 

Gi0/2 PC1 の NIC3  (hqsv) 

Gi0/5 クライアント PC(ノート PC) 

・インターフェース記号 Fa：FastEthernet, Gi：GigabitEthernet, Se：Serial 

・NIC1 ：オンボード NIC  Intel(R) Ethernet Connection I217-LM 

・NIC2  : 拡張 NIC  Gigabit PCI Express Network Adapter 

・NIC3  : 拡張 NIC  Realtek PCIe GBE Family Controller 

 

  



VLAN 設定表 

各スイッチの VLAN 設定は、次の通りである。 

 

● DCSW の VLAN 設定 

VLAN ID VLAN 名 アクセスポート 用途 

10 DCDMZ Gi0/3 データセンター

DMZ セグメント 

 

 

● HQSW の VLAN 設定 

VLAN ID VLAN 名 アクセスポート 用途 

10 CLNT1 Gi0/4 本部クライアン

ト 

セグメント１ 

11 CLNT2 Gi0/5 本部クライアン

トセグメント２ 

12 HQDMZ   

  

本部 DMZ 

セグメント 

 

 



ネットワーク機器（ルータ及びスイッチ）の設定項目 

ネットワーク機器接続表、インターフェース設定表、VLAN 設定表及び以下の設定項目をもとにネ

ットワークを接続・設定しなさい。 

 

● 全ネットワーク機器共通設定 

 ネットワーク機器接続表にあるホスト名を設定する。 

 コマンド誤入力による DNS 検索を行わない。 

 コンソールで表示割り込みに対する入力文字列の補完を有効にする。 

 タイムゾーンを日本標準時に設定する。 

 コンソール接続、リモート接続に対するパスワードは「 skillsH29 」、イネーブルパスワー

ドは「 skillsH29e 」とする。イネーブルパスワードは暗号化すること。その他のパスワー

ドは暗号化しないこと。 

 ログメッセージに日時（日本標準時）をタイムスタンプとして付加する。 

 誤って存在しないノードへ Telnet コマンドを実行した際のタイムアウト値を 5 秒にする。 

 コンソール接続の more 機能を無効にする。 

 

 

● シリアル接続 

DCRT1 を DCE、HQRT を DTE として、以下の通りシリアルケーブルで接続しなさい。 

 通信速度は 2 Mbps とし、帯域幅も同じ値になるように設定する。 

 カプセル化プロトコルは PPP を使用する。 

 

● IPSecVPN 

DCRT1 と HQRT をインターネット経由で IPsecVPN 接続しなさい。 

 

 

● ルーティング 

ルーティングについて以下の通り設定しなさい。 

 本部 ⇔ データセンター間で経路交換を行う。 

 インターネットへの接続において、本部ネットワーク内の端末はプライマリ経路としてアクセ

ス回線２を使用する。このためのデフォルトルートを HQRT に静的に設定する。また、データ

センターネットワーク内の端末はプライマリ経路としてアクセス回線１を使用する。このため

のデフォルトルートを DCRT1 に静的に設定する。 

 本部 ⇔ データセンター間の通信において、プライマリ経路としてシリアル回線を使用し、シ

リアル回線障害時のバックアップ経路として VPN 回線を使用する。 

 



 

● NAT / NAPT 

アドレス変換を以下の通り設定しなさい。  

 「 dcsv 」をインターネットと相互接続可能とするために、DCRT1 にて NAT しなさい。 

 「 hqsv 」をインターネットと相互接続可能とするために、HQRT にて NAT しなさい。 

 本部 VLAN「 CLNT2 」とデータセンターVLAN「 DCDMZ 」からインターネット接続できるよ

うに HQRT に NAPT を設定しなさい。 

 本部 VLAN「 CLNT2 」とデータセンターVLAN「 DCDMZ 」からインターネット接続できるよ

うに DCRT1 に NAPT を設定しなさい。使用するグローバルアドレスは DCRT1 の Fa0/0 に設定

されているアドレスとする。 

 

 

 

 

● アクセスコントロール 

インターネットからのアクセスについて、DCRT1 にアクセス制御を以下の通り設定しなさい。 

 「 dcsv 」に対しては、DNS サービス、HTTP サービス、HTTPS サービス、SMTP サービス(25)

および ICMP のみ通信を許可する。 

 DCRT1 自身に対する ICMP 通信を許可する。 

 HQRT との VPN 回線のトラフィックは全て許可する。 

 上記以外は許可しない。 

 

社内からインターネットへのアクセスについて、DCRT1 にアクセス制御を以下の通り設定しなさい。 

 dcsv からインターネットへのアクセスは全ての通信を許可する。 

 NAPT でのインターネットアクセスは全ての通信を許可する。 

 上記以外は許可しない。 

 

※ HQRT にはアクセス制御を設定しない。 



サーバの設定項目 

 以下の指示に従ってサーバの設定を行いなさい。 

 

● OSインストールについて 

PC1 のホスト OS(Windows OS)と VirtualBox はインストール済みである。PC1 上の VirtualBox 仮想

マシンとして「 dcsv 」、「 dcin 」、「 hqsv 」を構築する。これらの OS として Debian GNU/Linux 

8.8.0 を使用する。PC1 のデスクトップ上に「debian_iso」フォルダがあり、Debian GNU/Linux 8.8.0

の iso ファイルが置かれている。また、Debian8.8.0 DVD1,2 のメディアが配布されている。各サーバ

の共通設定は次の通りとする。 

 

キー配列 日本語キーボード 

タイムゾーン(ローカル時間) Asia/Tokyo 

管理者のパスワード skillsH29 

一般ユーザアカウント名 user01 

一般ユーザのフルネーム 任意 

一般ユーザのパスワード itNet01 

ドメイン名 netadX.it.jp 

 

 

 

● PC1の基本構成 

PC1上のVirtualBox仮想マシンとして、データセンターサーバ「 dcsv 」、「 dcin 」を構築す

る。 

 

 dcsvの構築  

・次の通り設定すること。 

仮想マシン名 dcsv 

ホスト名 dcsv 

ネームサーバ 自身 

 

 dcinの構築  

・次の通り設定すること。 

仮想マシン名 dcin 

ホスト名 dcin 

 



 

● PC2の基本構成 

PC1上のVirtualBox仮想マシンとして、本部DMZサーバ「 hqsv 」を構築する。 

 

 hqsvの構築  

・その他、次の通り設定すること。 

仮想マシン名 hqsv 

ホスト名 hqsv 

ネームサーバ 自身 

 

 

 

 

 

● NTP 

 NTP サービスを以下の通り設定しなさい。 

 使用するパッケージは ntp とする。 

 「 dcin 」の時刻は、JST で競技場の時計との誤差を 5 分以内とする。 

 「 dcin 」は自身の時刻を配布し、「 dcsv 」「 hqsv 」および全ネットワーク機器（ルー

タ、スイッチ）はこれと同期すること。 

 

 

● Syslog 

 「 dcin 」にてログサービスを以下の通り設定しなさい。 

 DCRT1、DCSW から受信したログを /var/log/dcnetwork.log へ保存する。 

 HQRT、HQSW から受信したログを /var/log/hqnetwork.log へ保存する。 

 上記ログファイルは、1 週間ごとにログローテーションを行い、２世代分を保存すること。 

  



 

● DNS 

 「 dcsv 」「 hqsv 」にて DNS サービスを以下の通り設定しなさい。 

 使用するパッケージは bind9 とする。 

 bind のバージョンを回答しない。 

 マスターのゾーン情報に変更があった際は各スレーブサーバに通知し、直ちにゾーン転送が

開始されること。 

 再帰検索は「社内」からのみ許可する。 

 キャッシュからの回答は「社内」からのみ許可する。 

 自身で保持していないレコードの問い合わせについては、ISP サーバ（200.99.1.1）へ回送す

る。回送先ネームサーバからの応答がなかった場合でも自身での反復問い合わせを行わないこ

と。 

 競技課題の要求仕様から必要となるレコードがあれば各自判断して追加すること。 

 DNSSEC の検証は無効にする。 

 

 

[dcsv の設定 ] 

 「外部ネットワーク」向けの netadX.it.jp ゾーンの管理を行うマスターサーバとして動作さ

せる。 

 「社内」向けの netadX.it.jp ゾーンの管理を行うマスターサーバとして次の通り動作させる。 

 「dcsv.netadX.it.jp」「hqsv.netadX.it.jp」「dcin.netadX.it.jp」の正引き及び逆引きを

設定する。 

 「webmail.netadX.it.jp」の正引きについて、「 dcin 」のアドレスを応答する。  

 「webalizer.netadX.it.jp」の正引きについて、「dcsv」のアドレスを応答する。 

  「社内」向けの hqlan ゾーンの管理を行うマスターサーバとして次の通り動作させる。 

 本部 VLAN「 CLNT2 」に接続する（予定も含む）クライアント端末の正引き及び逆引きを

設定する。 

 「社内」向けのゾーン情報について、TSIG 認証に成功したスレーブサーバにのみゾーン転送

を許可する。 

 

  [ hqsv の設定 ] 

 「社内」からの問い合わせにのみ応答する。 

 「 dcsv 」で管理している「社内」向けゾーンのスレーブとして動作させ、社内に対して「 dcsv 」

と同様のサービスを提供する。 

 hqsv からのさらなるゾーン転送は許可しない。 

 

 



 

● CA（認証局） 

「dcin」にて CA を以下の通り設定しなさい。 

 dcin に CA を構築する。使用するパッケージは openssl とする。 

 作成した CA 関連ファイルは /ca （及びそのサブディレクトリ）に格納する。 

 ルート CA 証明書(ファイル名:/ca/cacert.pem)を次の設定で作成する。CA 秘密鍵(ファイル

名:/ca/private/cakey.pem)は root ユーザのみアクセス可能とし、パスフレーズは

「 skillsH28 」とする。 

 Country Name： JP 

 State or Province Name : Nagoya 

 Organization Name : Gorin Netad Inc. 

 Common Name : Gorin Netad CA 

 

 

 

 

● メールサービス 

「 dcsv 」「 dcin 」「 hqsv 」にてメールサービスを以下の通り設定しなさい。 

 使用するパッケージは postfix および dovecot-imapd とする。 

[ hqsv の設定 ] 

 TCP25 番ポートにおいて、次の通りメールゲートウェイとして動作させる。 

 netadX.it.jp のセカンダリメールサーバとなる。 

 netadX.it.jp 宛てのメールは dcin へ転送する。 

 その他の宛先のメールは、自身と dcin からのみ中継を許可し、ISP サーバへ転送する。 

[ dcsv の設定 ] 

 TCP25 番ポートにおいて、次の通りメールゲートウェイとして動作させる。 

 netadX.it.jp のプライマリメールサーバとなる。 

 netadX.it.jp 宛てのメールは dcin へ転送する。 

 その他の宛先のメールは、自身と dcin からのみ中継を許可し、ISP サーバへ転送する。 

 TCP587 番ポート（サブミッションポート）において、動作させる。 

 

[ dcin の設定 ] 

 netadX.it.jp のメール送信および受信サーバとして動作させる。 



● Web サービス 

「 dcsv 」「 dcin 」「 hqsv 」にて Web サービスを以下の通り設定しなさい。 

 使用するパッケージは apache2 とする。 

[ dcin の設定 ]  

 URL「https://webmail.netadX.it.jp/ 」へのアクセスについて 

 このサイトに対する「http」でのアクセスは無効にすること。 

 暗号化通信では、「 dcin 」に構築した CA にて署名したサーバ証明書と秘密鍵を使用す

ること。 

 PHP の動作テストとして URL「https://webmail.netadX.it.jp/test.php 」へアクセスし

た際に、「/var/www/webmail/test.php」のスクリプト処理結果を表示する。 

 test.php の内容は次の通りとする。 

<?php 

phpinfo(); 

     ?> 

 webmail ソフトウェア「rainloop」を次の通り配備する。 

 必要なファイルを「http://200.99.1.1/rainloop.zip」 からダウンロードし、展開

して使用すること。 

 URL「 https://webmail.netadX.it.jp/ 」へアクセスした際に、次の「rainloop」ロ

グイン画面が表示されること。設定はログイン画面表示まででよい。 

 The following PHP extensions are not available in your PHP configuration! 

cURL 

のエラーがでる場合は  php5-curl をインストールしなさい。 

        

 上記「rainloop」配備ディレクトリ「 /var/www/webmail 」を NFS にてエクスポート

する。エクスポート先として「 dcsv 」のみ許可する。書き込みも許可すること。使



用するパッケージは nfs-kernel-server とする。 

 

[ dcsv の設定 ]  

 URL「 http://www.netadX.it.jp/ 」へのアクセスについて 

 「/var/www/html/index.html」を表示する。 

 表示内容は、文字列「OFFICIAL  SITE  netadX」とする。 

 URL「https://webmail.netadX.it.jp/ 」へのアクセスについて 

 このサイトに対する「http」でのアクセスは無効にすること。 

 暗号化通信では、「 dcin 」に構築した CA にて署名したサーバ証明書と秘密鍵を使用す

ること。 

 「/var/www/webmail」に「 dcin 」の「/var/www/webmail」をマウントし、「 dcin 」と

同じ rainloop ログイン画面が表示されること。 

 上記マウント処理は OS 起動時に自動的に行われることとする。 

 URL「http://webalizer.netadX.it.jp/ 」へのアクセスについて 

 本部 VLAN「 CLNT2 」の IP アドレス以外からのアクセスについては Basic 認証を行うこ

と。Basic 認証はユーザ名「secret」、パスワード「secret」とする。 

 

 [ hqsv の設定 ]  

 URL「 http://www.netadX.it.jp/ 」へのアクセスについて 

 「/var/wwww/html/index.html」を表示する。 

 表示内容は、文字列「OFFICIAL  SITE  netadX  hqsv」とする。 

 

 



●ファイルサーバ 

「 dcin 」にファイルサーバを以下の通り設定しなさい。 

 使用するパッケージは  samba とする。 

 「 dcin 」に Linux 一般ユーザ user02 を追加登録する。パスワードは「 iTnet02 」と

する。 

 共有ディレクトリへのアクセスを  user01 と user02 に許可する。共有ディレクトリへの

アクセスに使用するパスワードは次の通りとする。 

 ユーザ名 user01   パスワード smbuser01 

 ユーザ名 user02   パスワード smbuser02 

 各ユーザ（user01, user02）のホームディレクトリをクライアント PC から共有可能とす

る。 

 /home/share ディレクトリをクライアント PC から共有可能とする。 

 

 

 

●データベース 

「 dcin 」にデータベースサーバを以下の通り設定しなさい。 

 使用するパッケージは  mysql-server とする。 

 root のパスワードは 「 dBpass 」とする。 

 

 



●クライアント PC の設定 

クライアント PC 設定は確認やネットワーク設定のために自由に変更して構わないが、競技終了時

点において以下の状態とすること。設定は administrator アカウント（パスワード adminadmin）にて

行う。 

 ネットワーク機器接続表に従い接続する。 

 IP アドレスは 172.16.11.1、DNS サーバとして hqsv を設定し、ネットワーク接続可能な状態に

しておくこと。 

 ブラウザ(IE)にて「https://webmail.netadX.it.jp/」にアクセスした際に「rainloop」ログイ

ン画面が表示されること。また、証明書エラーが表示されないこと。 

 共有フォルダを設定する。 

「 PC → ネットワークの場所」に 

 「\\dcin.netadX.it.jp\user01」 

 「\\dcin.netadX.it.jp\share」 

を追加し、共有フォルダへの接続が可能な状態にすること。 

 

 メーラ(Microsoft Outlook)を設定し、社内外とのメール送受信が行えるようにすること。 

 受信サーバとして「 dcin 」、TCP993 番ポートを使用する。 

 送信サーバとして「 dcsv 」、TCP587 番ポートを使用する。 

 証明書エラーが表示されないこと。 

 以下のメールアカウントを設定しなさい。 

(Microsoft Outlook)の設定 

名前 user01 

電子メールアドレス user01@netadX.it.jp 

 

 

 


